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ははじじめめにに
　「がん患者さんのための療養ガイド 第５版」は、がん患者さんやご家族の

皆さんが、療養生活を送る際に役立つ情報をまとめたものです。

　がんについての相談窓口や医療費等の支援制度を掲載していますので、ご

活用ください。
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１．がんについて相談したい

◆がん相談支援センター

がん相談支援センターは、がん診療連携拠点病院等に設置されてい

ます。看護師や社会福祉士、臨床心理士などの専門の相談員が、がん

の治療や療養生活など、がんに関わる様々な悩みや問題について、情

報を探すお手伝いをしています。

相談は無料です。また、その病院で診療を受けていない方でもご利

用いただけます。

◆

がんの相談窓口がんの相談窓口

生活や経済的なことで   
「心配がある」

がん治療にどのくらい
費用がかかるの？

がんについて
「知りたい」

どんな相談にのってくれるの？

「家族のことも
相談したい」

患者本人への対応はどう
したらいいかな

こころの悩みを
「誰かに聴いて欲しい」

がんの治療について
「理解して納得したい」治療と仕事の両立に

ついて相談したい

療養生活について
「聞いてみたい」

治療の影響で、
脱毛するって

本当？

1~ ~ 



◆がん相談支援センターのある病院
相談は無料です。診療を受けていない病院でもご利用いただけます。

病院名
相談日・時間
（祝日除く） 問合せ先

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

奈良県立医科大学附属病院

Ｅ棟１階コーヒーショップ

サテライト奥

月～金
9:00～17:00
（最終受付 16:30）

橿原市四条町 840

0744-22-3051(代) 

（内線 1173）

奈良県総合医療センター

１階患者支援センター奥

月～金

9:00～16:00

奈良市七条西町 2 丁目

897 ｰ 5 

0742-46-6001(代) 

天理よろづ相談所病院

本館（南病棟）2 階

外来診療棟２階

月～金

9:30～16:00

天理市三島町 200

0743-63-5611(代) 

近畿大学奈良病院

２階 11 ブロック前

月～金

10:00～16:00

生駒市乙田町 1248-1 

0743-77-0880(代) 

市立奈良病院

１階総合受付右

月～金

8:30～17:00

奈良市東紀寺町 1-50-1 

0742-24-1251(代) 

地
域
が
ん

診
療
病
院

南奈良総合医療センター

１階フロント②窓口

月～金

9:00～16:00

大淀町大字福神 8-1 

0747-54-5000(代) 

奈
良
県
地
域
が
ん
診
療

連
携
支
援
病
院

国保中央病院

正面玄関右

月～金

10:00～15:00

田原本町宮古 404-1 

0744-32-8800(代) 

済生会中和病院

正面玄関左

月～金

9:00～17:00

桜井市大字阿部 323

0744-43-5001(代) 

大和高田市立病院

１階総合案内

月～金

8:30～17:00

大和高田市礒野北町 1-1 

0745-53-2901(代) 

★電話での相談と、窓口での対面相談を行っています。

★相談については、予約が必要な時もありますので、事前に問い合わせください。
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★電話での相談と、窓口での対面相談を行っています。

★相談については、予約が必要な時もありますので、事前に問い合わせください。

２．納得して治療を受けたい

がんの治療法は、技術の進歩や医学研究の成果とともに変化します。

現時点で得られている科学的な根拠に基づいた治療のことを「標準治療」

といいます。標準治療は、主に手術療法、薬物療法、放射線療法などが

ありますが、これらが単独で行われるだけでなく、がんの種類や進行度

に応じて、様々な治療法を組み合わせた治療が行われる場合があります。

これを集学的治療といいます。治療法の組み合わせによって、予想され

る副作用や治療期間も異なるため、主治医によく確認しておきましょう。

また、がんの治療に伴うからだの痛みや気持ちのつらさを和らげる「緩

和ケア」も、がんと診断された時期から療養中いつでも他の治療と並行

して受けることができます。症状に応じて、緩和ケアを受けるかどうか

主治医と相談しましょう。

放射線
療法

手術

療法

薬物
療法

同時進行

集学的治療

緩和ケア
がんによるからだの痛み

や気持ちのつらさを和ら

げるケア

支持療法
がんそのものによる症状

や、がん治療に伴う副作

用・合併症・後遺症の予

防、治療、ケア

がんの治療がんの治療

3~ ~ 



手術療法

手術によりがんの治療を行うことです。がんを周囲の組織やリ

ンパ節を含めて切除することが最も一般的です。血液のがん（白

血病やリンパ腫など）をのぞいて手術療法はがんの治療法の中心

とされており、第一に選択する治療法です。しかし、すべてのが

んに対して手術を行うわけではなく、その病期（ステージ）に応

じて治療法を選択します。

手術療法のメリットは、完全に切除できれば体内からがんを消

すことができますので、最も直接的かつ根治の可能性が高いこと

です。一方で、手術療法のデメリットは、体にメスを入れるため

傷や体力の回復にある程度の時間がかかることや、切除する部位

によっては、臓器や体の機能が失われることがある点です。

このようなデメリットを軽減するために、最近は小さな早期が

んを内視鏡（胃カメラなど）を用いて切除したり、鏡視下手術（胸

腔鏡や腹腔鏡）というカメラを使った手術が行われ、患者さんの

体への負担を軽くしながらかつ、がんを治す取り組みが進んでい

ます。

（公益財団法人がん研究会有明病院　がんに関する情報）

薬物療法

がんを治したり、あるいは、がんの進行を抑えたり、症状をや

わらげたりする治療です。薬物療法には、「化学療法」「内分泌

療法（ホルモン療法）」「分子標的療法」などの種類があります。

薬物療法の薬はがん細胞を攻撃します。薬物療法で使われる薬

の種類には、「細胞障害性抗がん薬」「内分泌療法薬（ホルモン

療法薬）」「分子標的薬」などがあります。薬の種類によって、

がん細胞への攻撃の仕方が異なります。

薬により効果や副作用は異なります。使用する薬については、

医師や薬剤師などから説明を受けてください。また、副作用は個

人差があり、すでにかかっている病気によっても異なります。治

療中や治療後にいつもと違う症状を感じたら、医師や薬剤師、看

護師へ相談してください。

（国立がん研究センターがん情報サービス）
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放射線療法

手術と同様、局所に対する治療ですが、手術のように臓器を取

り除いたりすることなくがんの部分に放射線をあてる治療です。

　治療の目的は、完治を目指す場合と苦痛を緩和する場合の２つに

分かれます。単独で行われることもありますが、手術や薬物療法と

併用されることもあります。

放射線治療では、腫瘍を標的とし、治療に必要な最低限の周り

の正常組織を含めて放射線をあてます。放射線治療の実施にあた

っては、副作用が発生しないよう、あるいは極力小さくなるよう

に細心の注意が払われています。

（国立がん研究センターがん情報サービス）
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それぞれの治療法のよい面と悪い面の確認を

まず、がんの状態を知ることから

がんの大きさや性質、広がりを把握するために様々な検査が行われた

あと、主治医から検査結果や診断について説明がありますが、その際、

診断名と病期（ステージ）などについてはよく理解するようにしましょ

う。「主治医に質問する」、「主治医に検査結果などの記録物をもらう」、

「自身でメモする」など工夫してみましょう。がんの状態を知ることは

治療法を決める上で大切です。

治療法を決めるに当たっては、あなたがその治療を受けた場合に、「ど

のような効果が期待できるのか」「どのような副作用や後遺症が、どの

くらいの可能性で起こるのか」「再発の可能性は、どの程度なのか」な

どを主治医に確認します。

複数の選択肢がある場合には、それぞれの治療法について、自分にと

って良い面と悪い面を書き出してみると、問題点を整理できるでしょう。

例えば、手術をすることで、体の機能や器官を部分的に損なう可能性

がある場合には、手術ではなく薬物療法や放射線治療を受けたいと思う

ことがあるかもしれません。

治療後の療養生活、定期的な通院や治療の予定まで視野に入れた上で、

主治医をはじめとする医療関係者から情報を集め、納得した上であなた

にとって最適な治療法を選ぶようにしましょう。自分一人で決めるので

はなく、ご家族とよく相談するとよいでしょう。

治療法を選択するために治療法を選択するために
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のような効果が期待できるのか」「どのような副作用や後遺症が、どの

くらいの可能性で起こるのか」「再発の可能性は、どの程度なのか」な

どを主治医に確認します。

複数の選択肢がある場合には、それぞれの治療法について、自分にと

って良い面と悪い面を書き出してみると、問題点を整理できるでしょう。

例えば、手術をすることで、体の機能や器官を部分的に損なう可能性

がある場合には、手術ではなく薬物療法や放射線治療を受けたいと思う

ことがあるかもしれません。

治療後の療養生活、定期的な通院や治療の予定まで視野に入れた上で、

主治医をはじめとする医療関係者から情報を集め、納得した上であなた

にとって最適な治療法を選ぶようにしましょう。自分一人で決めるので

はなく、ご家族とよく相談するとよいでしょう。

治療法を選択するために治療法を選択するために 主治医と相談しながら治療法を選択する

主治医は、あなたの病気の進行度や状態に合わせて、最適と考えられ

る治療法や他の治療法を選択肢として提示し、説明します。説明を理解

し、納得した上で、どの治療法を選ぶかを決めるのはあなたと家族です。

わからないことがあれば理解できるまで主治医に質問したり、自分で調

べたりすることが大切です。

治療方針について別の医師の意見を聞きたいときには、セカンドオピ

ニオン（Ｐ19参照）を参考にすることができます。

　なかには、告知を受けた衝撃からまだ立ち直れないうちに治療法を選

ぶように言われて混乱したり、どの治療法も怖く感じたりすることがあ

るかもしれません。そんなときは、ご家族や主治医、看護師、がん相談

支援センターの相談員に、自分の気持ちを話してみるとよいでしょう。

。すまりあがのもるれわいと」療医進先「、はで療治のんが 先進医療は、

厚生労働大臣が認めた施設基準に適合する医療機関で実施される先端技

術を用いた医療のうち、厚生労働大臣の承認を受けたものです。

先進医療に係る費用は、医療の種類や病院により異なりますが、通常

の治療と共通する費用(診察、検査、投薬、入院料等)以外は、全額自己

負担となります。

先進医療を希望する場合は、まず主治医に相談しましょう。

承認されていない治療法を患者の申し出により臨床試験として実施す

る制度で一定の安全性および有効性が確認された国内の未承認・適応外

の治療法に限られます。実施するためには、専門家からなる会議でその

治療法の妥当性について評価等を受ける必要があるため、患者申出療養

を希望する場合は、まず主治医に相談しましょう。

先進医療

患者申出療養
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＊診断について

1 診断名は何ですか？

2 病期（病気の進み具合）は？

＊病状について　

3 私はどこが悪いのですか？　/　どのくらい深刻ですか？

4 がんはどこにあるのですか？

5 それはどの検査でわかったのですか？

＊症状について

6 今後どんな症状が起こりえますか？

7

＊検査について

8 もっと検査する必要はありますか？

9 もしそうならその検査は痛いですか？

10 それで何がわかるのですか？

今後起こりえる症状に対する治療にはどんなものがありますか？

患者さんやご家族が十分に情報を収集し、十分に理解し、納得した上

で治療方針を選択できることはとても大切です。

しかし、患者さんやご家族からは、医師との面談の際に「何を質問し

て良いかわからない」などの声が多く聞かれます。

国立がん研究センター東病院 臨床開発センター 精神腫瘍学開発部

が発行した「重要な面接にのぞまれる患者さんとご家族へ―聞きたいこ

とをきちんと聞くために―」から抜粋して、医師との面談の際に役立つ

質問例を挙げましたので、情報収集の際にお役立てください。

「重要な面接にのぞまれる患者さんとご家族へ

―聞きたいことをきちんと聞くために―」

（国立がん研究センター東病院

精神腫瘍学開発部）

医師との面談の前に、あなたが聞きたい質問の数字に○をつけてく

ださい。また、他に質問したいことがあれば「他に尋ねたいこと」の

欄に書き込んでください。

医師との面談で聞きたいことを質問するために医師との面談で聞きたいことを質問するために

重要な面談に
のぞまれる患者さんとご家族へ
─聞きたいことをきちんと聞くために─
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精神腫瘍学開発部）
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医師との面談で聞きたいことを質問するために医師との面談で聞きたいことを質問するために

重要な面談に
のぞまれる患者さんとご家族へ
─聞きたいことをきちんと聞くために─

＊治療について

【治療を選ぶ時の質問】

11 がんに対するどんな治療法がありますか？

12 抗がん剤以外ではどんな治療法がありますか？

13

14

15 先生が勧める治療はどれですか？

16

【選んだ治療についての質問】

17

18 その治療の目的は何ですか？

19 その治療中に、身体的に制約されることはなんでしょうか？

20 その治療の副作用にはどんなものがありますか？

21 痛みは出てきますか？

22 副作用に対する治療や対処法にはどんなものがありますか？

23

24 その治療が効いているかはどのように判断するのですか？

25 その治療が効かなくなったらどんな選択肢がありますか？

26 その治療にはどのくらい費用がかかりますか？

27 その治療が効く確率は何人中何人ですか？

【その他、治療に関する質問】

28 地元の病院で治療を受けられますか？

29

30 ここで治療をうけながら他の民間療法も受けても良いですか？

＊生活について

31 仕事や他の活動への影響はありますか?

32 その治療前(中)に私がすべきことはありますか?

33

34

35

36

37

その治療中に 　　　　　　　　　　　　（私が食べたり飲んだりしたい
もの）を飲食できますか?

その治療中に 　　　　　　　　　　　　（私が行きたいところ）に行け
ますか?

その治療前に準備しておくことはありますか?

各治療を選んだときの最善の見込み、最悪の見込み、最も起こりうる見
込み（生存期間や生活の質）は？

各治療を選んだときの起こりうる合併症、短期的・長期的な副作用、後
遺症は？

ほかの患者さんはこういう場合どんな治療を選択していますか？

その治療はどのように行うのですか（治療の種類、回数、頻度、期間、
スケジュール、実施場所、費用）？

代替療法（サプリメントや健康食品）を使用していたとしたら、続けて
も良いですか？

その治療中にしてはいけないことはありますか(食事、運動、家事、性生
活、出産など)?

その治療中に 　　　　　　　　　　　　（私がやりたいこと）をするこ
とできますか?

その治療が効いているかどうかわかるまでにどれくらいかかりますか？
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38

39

＊家族のこと

40

41 家族ががんになるリスクは高くなりますか?

42 家族の心配事や悩みは誰に相談すればよいですか？

＊こころのこと

43

44

45

46

＊この先のこと

47

48

49

＊その他

50

51

52

53

前回の診察から今回までに　　　　　　　　　　　　　　　な状況の変
化（生活面、身体面、心理面）がありました。

私がどうしても優先したい（続けたい）もの（こと）は　　　　　　で
す。

④

⑤

＊他に尋ねたいこと

①

②

③

何が原因でこの病気になったのでしょうか？

これを決めるのにどのくらいの時間がありますか?今日決めなくてはなり
ませんか?今決めなくてはならないことはなんでしょうか（もう少し決断
を先にのばしても良いことはなんでしょうか）

どのような症状に気をつけて生活すれば良いですか?

この病気と上手くやっていくための何かアドバイスはありますか?

こころの相談は誰にすればよいですか?

治る可能性はありますか?

結果としてどうなりますか?　私はよくなりますか?

先々の見通しは?(どれくらい生きられますか?)
それを知りたい理由は 　　　　　　　　　　　　　　だからです。

そのような症状がでたらどうすれば良いですか(受診する、近所の病院に
行く、様子をみる)?

がんや治療によって、家族へどんな影響(経済面、家事を手伝ってもらう
必要性など）がありますか?

私の病気についての心配事や悩みを相談しても良いですか?

不安で夜眠れない時や、ひどく気分が落ち込む時の対処法はあります
か？
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がんについて詳しく知りたいときは

がんの冊子 各種がんシリーズ

（国立がん研究センターがん対策研究所 がん情報提供部）
がんの診断や治療、療養について、知っておいてほしい情報が掲載されて

います。冊子はダウンロードして入手することができます。がん相談支援セン
ターでも入手・閲覧ができますが、数に限りがありますので、事前にお問い合
わせください。

患者必携 がんになったら手にとるガイド 普及新版

（国立がん研究センターがん情報サービス）
診断されて間もない時期の方、治療や療養中の方、

ご家族などあらゆる方々に活用してほしい情報が
まとめられています。

患者必携 わたしの療養手帳

（国立がん研究センターがん情報サービス）
自分の体や気持ちと向き合うための手帳です。

もしも、がんが再発したら

[患者必携］本人と家族に伝えたいこと

（国立がん研究センターがん情報サービス）
がんの再発に対する不安や、再発に直面した

ときの支えとなる情報をまとめた冊子です。

希少がんに関する情報
（国立がん研究センター希少がんセンター）

希少がんの解説や診断と治療等の情報が掲載されています。

希少がんホットライン
（国立がん研究センター希少がんセンター）

希少がんまたは希少がんの疑いのある患者さんやご家族、
希少がん診療に関わる医療者などが、希少がんに関して
相談できる電話相談窓口です。

わたしの療養手帳
自分らしくがんと向き合うために自分らしくがんと向き合うために

『患者必携  がんになったら手にとるガイド 普及新版』別冊
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がん診療の拠点となる病院

全国どこでも質の高いがん医療が等しく受けられるよう、国は、がん

医療について診療機能など一定の要件を満たす医療機関を「がん診療連

携拠点病院」（以下「拠点病院」という。）として指定しています。

拠点病院には、各都道府県で、がん診療体制の中核的役割を担う「都

道府県がん診療連携拠点病院」と、県内の各地域（２次医療圏）の中核

的役割を担う「地域がん診療連携拠点病院」があります。

その他にも、拠点病院と連携して質の高いがん医療を提供するために、

「地域がん診療病院」や「奈良県地域がん診療連携支援病院」が指定さ

れています。

◆「がん診療連携拠点病院」とは・・・

国が指定する、専門的ながん治療や相談支援などを行う病院です。

○専門医を配置し、我が国に多いがん（大腸がん、肺がん、胃がん、

乳がん、前立腺がん及び肝・胆・膵がん）を中心に、手術療法、

薬物療法、放射線療法を組み合わせた集学的治療を提供していま

す。

○医師をはじめとした多くの職種が連携して患者に関わる「チーム

医療」を実施しています。

○緩和ケア外来を設置し、体だけでなく、心の「痛み」に対する診

療体制を整備しています。

○また、都道府県がん診療連携拠点病院は、上記の役割に加え、以

下の役割等があります。

・地域拠点病院への診療支援、情報提供

・がん医療専門の医師及び医療従事者の育成

・緩和ケアセンターの設置

がん治療を受けられる病院がん治療を受けられる病院
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がん治療を受けられる病院がん治療を受けられる病院 ◆都道府県がん診療連携拠点病院

病院名 所在地 電話番号

奈良県立医科大学附属病院 橿原市四条町 840 ☎0744-22-3051(代) 

◆地域がん診療連携拠点病院

病院名 所在地 電話番号

奈良県総合医療センター
奈良市七条西町 2 丁目

897-5 
0742-46-6001(代)

天理よろづ相談所病院 天理市三島町 200 0743-63-5611(代)

近畿大学奈良病院 生駒市乙田町 1248-1 0743-77-0880(代)

市立奈良病院 奈良市東紀寺町 1-50-1 0742-24-1251(代)

◆地域がん診療病院
拠点病院がない地域（２次医療圏）に、隣接する拠点病院と連携＊し

つつ専門的ながん治療や相談支援等の役割を担う病院として国が指定し

ています。

病院名 所在地 電話番号

南奈良総合医療センター 大淀町大字福神 8-1 0747-54-5000(代)

＊連携（グループ指定）している病院＝奈良県立医科大学附属病院

◆奈良県地域がん診療連携支援病院
拠点病院等と連携を図りながら、専門的ながん治療や相談支援等の役

割を担う病院として県が指定しています。

病院名 所在地 電話番号

国保中央病院 田原本町大字宮古 404-1 0744-32-8800(代)

済生会中和病院 桜井市大字阿部 323 0744-43-5001(代)

大和高田市立病院 大和高田市礒野北町 1-1 0745-53-2901(代)
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がんゲノム医療とは、主にがんの組織を用いて、多数の遺伝子を同時

に調べ、遺伝子を明らかにすることにより、一人ひとりの体質や病状に合

わせて治療などを行う医療です。がんゲノム医療は、一部が保険診療と

して、標準治療がないまたは終了したなどの条件を満たす場合に行われ

ています。

医療を必要とするがん患者が全国どこにいても、がんゲノム医療を受

けられる体制を構築するため、厚生労働省は、がんゲノム医療中核拠点

病院及びがんゲノム医療拠点病院を全国に指定しています。

令和 5（2023）年 4 月から奈良県立医科大学附属病院が県内では初

めてになる「がんゲノム医療拠点病院」として厚生労働省の指定を受け

ています。

また、がんゲノム医療中核拠点病院及びがんゲノム医療拠点病院と連

携してがんゲノム診療を行う病院として、奈良県総合医療センター、市

立奈良病院、天理よろづ相談所病院、近畿大学奈良病院の 4 病院が「が

んゲノム医療連携病院」の指定を受けています。

がんゲノム医療がんゲノム医療
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小児がん患者と家族が安心して医療や支援を受けることができる環境

を整備するため、厚生労働省は、全国に「小児がん拠点病院」を 15 病

院指定しています。そのうち、近畿地方には４病院（京都府立医科大学

附属病院、京都大学医学部附属病院、大阪市立総合医療センター、兵庫

県立こども病院）が指定されています。

また、地域で質の高い小児がん医療及び支援を提供し、一定程度の医

療資源の集約化を図るため、県内で２病院（奈良県立医科大学附属病院、

天理よろづ相談所病院）が小児がん連携病院に指定されています。

必要に応じて、県外であっても最適な小児がん拠点病院を紹介すると

いった協力体制が必要となることから、近畿では、小児がん拠点病院、

小児がん連携病院等が連携して、近畿ブロック小児がん医療提供体制協

議会を設け、専門的な情報交換や、患者の紹介を円滑に行うための取組

を進めています。

また、小児がんサバイバーの治療後の身体的、心理的、社会的なサポ

ートにつなげるための長期フォローアップ外来が、2023 年 6 月から県

内では初めて奈良県立医科大学附属病院に開設されました。

小児がんの冊子 小児がんシリーズ（1２種）

（国立がん研究センターがん対策研究所がん情報提供部）

がんが疑われる、またはがんと診断を受けたお子さまの
ご両親やご家族などへ向けた冊子で、病気や治療について、
知っておきたい情報をまとめています。冊子はダウンロード
して入手することができます。がん相談支援センターでも
入手・閲覧ができますが、数に限りがありますので、事前に
お問い合わせください。

小児がん拠点病院および小児がん連携病院の情報

（国立研究開発法人　国立成育医療研究センター）

小児のがん医療小児のがん医療
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小児がんは年間発症数が 2000～2500 人と非常に稀で専門的な対

応が必要です。小児がん患者・家族が医療・支援を安心して受けられ

る環境を整備するため、厚生労働省は、2013 年 2 月に全国 15 の「小

児がん拠点病院」を指定しました。さらに、地域において医療資源の

集約化を図るため、小児がん拠点病院により 2019 年に「小児がん連

携病院」が指定されました。

奈良県は 2 病院（奈良県立医科大学附属病院、天理よろづ相談所病

院）が小児がん連携病院の指定を受けています。小児がん医療に対す

る病院間での強固なネットワークが構築され難治例の紹介などもスム

ーズに行えるようになりました。

一方で、治療後も残る後遺症、成長に伴い見えてくる問題（不妊な

ど）、就学・就職など社会的問題などに対する長期フォローアップが必

要です。奈良県立医科大学附属病院では小児がん長期フォローアップ

外来を 2023 年 6 月から開設し、看護師による面談を通じて問題点を

整理し、多職種での支援へつなげる体制を整えました。さらに思春期・

若年成人世代のがん対策に関しても、様々なニーズを医療者が早期に

把握して情報提供を行い、支援（妊孕性温存*・就労支援など）につな

げるライフステージに応じた体制整備にも取り組んでおります。

*妊孕
にんよう

性
せい

：妊娠するために必要な能力。

奈良県立医科大学小児科

石原 卓 先生からのメッセージ
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性
せい

：妊娠するために必要な能力。

奈良県立医科大学小児科

石原 卓 先生からのメッセージ
妊孕性とは、妊娠するために必要な能力のことをいいます。妊孕性は

女性にも男性にも関わることです。がん等の治療では、手術や抗がん剤、

放射線治療などによる影響で生殖機能が低下する、又は失われることが

あります。妊孕性温存療法とは、将来自分の子どもを授かる可能性を残

すために、がん治療の前に胚（受精卵）、未受精卵子、卵巣組織、精子を

採取し、長期的に凍結し、保存するものです。

奈良県では、将来子どもを産み育てることを望む小児・AYA世代の

がん患者などが、希望をもってがん治療などに取り組めるように、妊孕

性温存療法にかかる治療費の助成をしています。また、妊孕性温存療法

により凍結保存した卵子や精子等を用いてがん治療を行う温存後生殖補

助医療にかかる治療費の助成をしています。

○妊孕性温存療法に対する助成【表 1】

対象となる妊孕性温存療法実施日に 43 歳未満の方が対象です。

対象となる治療
1 回あたりの

助成上限額

（１）胚（受精卵）凍結に係る治療 35 万円

（２）未受精卵子凍結に係る治療 20 万円

（３）卵巣組織凍結に係る治療（組織の再移植を含む） 40 万円

（４）精子凍結に係る治療 2 万 5 千円

（５）精巣内精子採取術による精子凍結に係る治療 35 万円

○温存後生殖補助医療に対する助成【表２】

治療期間の初日において、妻の年齢が 43 歳未満の方が対象です。

対象となる治療
1 回あたりの

助成上限額

表１の（１）で凍結した胚（受精卵）を用いた生殖補助医療 10 万円

表１の（２）で凍結した未受精卵子を用いた生殖補助医療
25 万円

＊1 

表１の（３）で凍結した卵巣組織再移植後の生殖補助医療
30 万円

＊1～＊4 

表１の（４）又は（５）で凍結した精子を用いた生殖補助医療
30 万円

＊1～＊4 

妊孕性温存療法妊孕性温存療法
にんようせい
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＊１ 以前に凍結した胚を解凍した胚移植を実施する場合は 10 万円
＊２ 人工授精を実施する場合は１万円
＊３ 採卵した卵が得られない、又は状態の良い卵が得られないため中止した

場合は 10 万円
＊４ 卵胞が発育しない、又は排卵終了のため中止した場合及び排卵準備中、

体調不良等により中止した場合は対象外

奈良県小児・AYA 世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業
奈良県福祉医療部医療政策局疾病対策課がん対策係
0742-27-8928

奈良県立医科大学 妊孕性温存相談窓口

0744-22-3051（代）

奈良県立医科大学附属病院に設置されている妊孕性温存療
法委員会により運営されている医療者向けの相談窓口です。
妊孕性温存について相談したいときは、まず原疾患の主治医
にご相談ください。その上で必要に応じて生殖医療を専門と
とする医師を主治医に紹介してもらい、生殖医療専門医とも
ご相談ください。主治医にご相談の上、がん相談支援センター
に相談してみましょう。

がん医療と妊娠の相談窓口

国立がん研究センター中央病院 相談支援センター
03-3547-5293

[相談受付時間]
9：00～16：00　土曜日、日曜日、祝日を除く
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セカンドオピニオンを受けるときの流れと
心がけておきたいこと

①主治医の診断と治療方針を聞きましょう。

↓

②セカンドオピニオンを受けたいという希望を主治医に伝えて、

紹介状などをうけとりましょう。

↓

③希望先の医療機関のセカンドオピニオン外来に申し込みを

しましょう。

↓

④あらかじめまとめておいた、聞きたいことや自分の希望を

伝えましょう。

↓

⑤セカンドオピニオンを受けたら、主治医に必ず報告して、

今後のことを相談しましょう。

「セカンドオピニオン」とは、診断や治療方法に関して、現在診療を

受けている主治医とは別に、他の医療機関の医師に意見を聞くことです。

主治医に相談しにくいと思われるかもしれませんが、セカンドオピニ

オンを受けることで、主治医の意見を別の角度からも検討することがで

き、もし同じ診断や治療方針が説明された場合でも、病気に対する理解

が深まることもあります。また、別の治療法が提案された場合には、選

択の幅が広がることで、より納得して治療に臨むことができます。

セカンドオピニオンを受けたい場合は、まずは、現在の主治医に、セ

カンドオピニオンを受けたいと考えていることを伝え、紹介状や検査結

果など、準備してもらう必要があります。また、セカンドオピニオンを

受けたら、主治医に必ず報告して、これからの治療法について再度相談

しましょう。

なお、セカンドオピニオンには医療保険は適用されませんので、全額

自己負担となります。

セカンドオピニオンセカンドオピニオン
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◆セカンドオピニオン外来

病院名/問合せ先
予約受付時間

（祝日除く）

相談時間・料金（消費税込み）

1 人(1 事例)1 回あたり

奈良県立医科大学附属病院

セカンドオピニオン外来

0744-29-8880(直通) 

月～金

14:00～17:00

40 分以内 26,400 円

奈良県総合医療センター

セカンドオピニオン外来

0742-46-6001(代) 

月～金

14:00～17:00

60 分まで

60 分以降 30 分ごとに

22,000 円

11,000 円

天理よろづ相談所病院

患者総合支援センター

0743-63-5611(代) 

月～金

9:00～16:00

60 分まで

(延長不可) 

26,400 円

近畿大学奈良病院

患者支援センター

0743-77-0880(代) 

月～金

9:00～17:00

土 9:00～12:00

60 分以内 22,000 円

市立奈良病院

地域医療連携課

0742-24-1258(直通) 

月～金

8:30～17:00

40 分以内 8,800 円

南奈良総合医療センター

地域医療連携室

0747-54-5000(代) 

月～金

8:30～16:00

60 分以内 22,000 円

国保中央病院

地域支援センター

0744-32-8800(代) 

(内線 2101)

月～金

9:00～17:00

40 分以内 8,800 円

済生会中和病院

地域連携室

0744-43-5001(代) 

(内線 378)

月～金

9:00～17:00

40 分以内 8,800 円

大和高田市立病院

セカンドオピニオン外来

0745-53-7188(直通) 

月～金

8:30～17:15

30 分以内 11,000 円

★特定の診療科のみ実施されている病院があります。

★申込書等の書類が必要な病院がありますので、事前に必ずお問い合せください。

★料金が変更となる場合があります。
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◆セカンドオピニオン外来

病院名/問合せ先
予約受付時間

（祝日除く）

相談時間・料金（消費税込み）

1 人(1 事例)1 回あたり

奈良県立医科大学附属病院

セカンドオピニオン外来

0744-29-8880(直通) 

月～金

14:00～17:00

40 分以内 26,400 円

奈良県総合医療センター

セカンドオピニオン外来

0742-46-6001(代) 

月～金

14:00～17:00

60 分まで

60 分以降 30 分ごとに

22,000 円

11,000 円

天理よろづ相談所病院

患者総合支援センター

0743-63-5611(代) 

月～金

9:00～16:00

60 分まで

(延長不可) 

26,400 円

近畿大学奈良病院

患者支援センター

0743-77-0880(代) 

月～金

9:00～17:00

土 9:00～12:00

60 分以内 22,000 円

市立奈良病院

地域医療連携課

0742-24-1258(直通) 

月～金

8:30～17:00

40 分以内 8,800 円

南奈良総合医療センター

地域医療連携室

0747-54-5000(代) 

月～金

8:30～16:00

60 分以内 22,000 円

国保中央病院

地域支援センター

0744-32-8800(代) 

(内線 2101)

月～金

9:00～17:00

40 分以内 8,800 円

済生会中和病院

地域連携室

0744-43-5001(代) 

(内線 378)

月～金

9:00～17:00

40 分以内 8,800 円

大和高田市立病院

セカンドオピニオン外来

0745-53-7188(直通) 

月～金

8:30～17:15

30 分以内 11,000 円

★特定の診療科のみ実施されている病院があります。

★申込書等の書類が必要な病院がありますので、事前に必ずお問い合せください。

★料金が変更となる場合があります。

 

◆診療を行っているがんの種類とセカンドオピニオンの対応 

奈良県立
医科大学
附属病院

奈良県
総合医療
センター

天理よろ
づ相談所

病院

近畿大学
奈良病院

市立奈良
病院

南奈良
総合医療
センター

国保中央
病院

済生会
中和病院

大和高田
市立病院

肺がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ △

胃がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

大腸がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

肝がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎

乳がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

脳腫瘍 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

脊髄腫瘍 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

眼・眼窩腫瘍 ○ ◎ △

口腔がん・咽頭がん・鼻のがん ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇

喉頭がん ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇

甲状腺がん ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎

縦隔腫瘍 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎

中皮腫 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎

食道がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

小腸がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

ＧＩＳＴ（消化管間質腫瘍） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

胆道がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

膵がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

腎がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎

尿路がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

膀胱がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

副腎腫瘍 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎

前立腺がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

精巣がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎

その他の男性生殖器がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎

子宮がん ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇 ◎

卵巣がん ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇 ◎

その他の女性生殖器がん ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇 ◎

皮膚腫瘍 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇 ○

悪性骨軟部腫瘍 ◎ ○ ◎ △ 〇

血液腫瘍 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ ◎ △

後腹膜・腹膜腫瘍 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

性腺外胚細胞腫瘍 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ △ 〇

原発不明がん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ○

小児脳腫瘍 ◎ ◎ ○ △ △

小児の眼・眼窩腫瘍 ○ △ △

小児悪性骨軟部腫瘍 ◎ ※ △ △

その他の小児固形腫瘍 ◎ ◎ △ △

小児血液腫瘍 ◎ △ △

◎：専門として診療しているがん。セカンドオピニオンにも対応。

○：専門として診療しているがん。セカンドオピニオンは対応不可。

△：診療は拠点病院と連携して実施。セカンドオピニオンは対応不可。

※：小児悪性軟部腫瘍は◎で対応しているが、小児骨軟部腫瘍は対応不可。

★他のがん種に関する対応については、各医療機関にお問い合わせください。
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３．気持ちのつらさや痛みを和らげたい

「緩和ケア」は、病気に伴う心と体の痛みを和らげることであり、が

んが早期であるか進行しているかに関わらず、患者さんとご家族の持つ

全ての苦痛を取り除いて、その人がその人らしく生きていけるように支

えるケアのことを言います。

苦痛の中には、痛みだけでなく、体の様々な症状、気持ちのつらさや

悩みなどが含まれます。例えば、がんと診断されたときに誰もがつらい

気持ちになるはずですが、そのつらい気持ちを支えていくことも緩和ケ

アです。また、がんになって経済的、社会的な心配が出てくることもあ

ります。その悩みを解決することを手助けすることも緩和ケアになりま

す。

緩和ケアは、診断された時から、入院・外来、在宅療養などの場を問

わず、いつでも、どこでも受けることができるようになってきています。

緩和ケアを受ける方法として、以下のものがあります。緩和ケアにつ

いて話を聞きたい、緩和ケアを受けたいときには、主治医や病棟の看護

師、がん相談支援センターの相談員などに相談してみましょう。

[緩和ケアチーム]

拠点病院等（P1３参照）には、身体症状や精神症状を担当する医師、

緩和ケアに専門的に対応する看護師、薬剤師、臨床心理士、社会福祉士

などの専門家から構成された「緩和ケアチーム」があります。緩和ケア

チームは、主治医や看護師などと協力して患者さんやご家族を支援しま

す。

緩和ケアを受けるには緩和ケアを受けるには

緩和ケア緩和ケア
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３．気持ちのつらさや痛みを和らげたい

「緩和ケア」は、病気に伴う心と体の痛みを和らげることであり、が

んが早期であるか進行しているかに関わらず、患者さんとご家族の持つ

全ての苦痛を取り除いて、その人がその人らしく生きていけるように支

えるケアのことを言います。

苦痛の中には、痛みだけでなく、体の様々な症状、気持ちのつらさや

悩みなどが含まれます。例えば、がんと診断されたときに誰もがつらい

気持ちになるはずですが、そのつらい気持ちを支えていくことも緩和ケ

アです。また、がんになって経済的、社会的な心配が出てくることもあ

ります。その悩みを解決することを手助けすることも緩和ケアになりま

す。

緩和ケアは、診断された時から、入院・外来、在宅療養などの場を問

わず、いつでも、どこでも受けることができるようになってきています。

緩和ケアを受ける方法として、以下のものがあります。緩和ケアにつ

いて話を聞きたい、緩和ケアを受けたいときには、主治医や病棟の看護

師、がん相談支援センターの相談員などに相談してみましょう。

[緩和ケアチーム]

拠点病院等（P1３参照）には、身体症状や精神症状を担当する医師、

緩和ケアに専門的に対応する看護師、薬剤師、臨床心理士、社会福祉士

などの専門家から構成された「緩和ケアチーム」があります。緩和ケア

チームは、主治医や看護師などと協力して患者さんやご家族を支援しま

す。

緩和ケアを受けるには緩和ケアを受けるには

緩和ケア緩和ケア

[緩和ケア病棟]

　専門的な知識と技術に基づいた緩和ケアを提供する所です。体のつら

い症状や、気持ちのつらさ、苦しみを和らげることを重要な治療として

位置づけています。

がんの進行に伴う体のつらい症状や精神的な苦痛があり、がんを治す

ことを目標にした治療（手術療法、薬物療法、放射線療法など）が困難

となった方や、これらのがん治療を希望しない方を主な対象としていま

す。

[緩和ケア外来]

通院中の患者さんに外来で緩和ケアを提供します。がん治療が一段落

しても、痛みやだるさが残ったり、症状の変化や生活について不安が生

じることがありますが、緩和ケア外来を受診することで、こうした苦痛

を軽減することができます。

[在宅緩和ケア]

県内には、在宅での緩和ケアについて専門的な知識と技術を持った医

師がいます。また、24 時間対応している診療所や訪問看護ステーショ

ンがありますので、在宅でも十分な緩和ケアを受けることができます。

在宅緩和ケアについての相談は、がん相談支援センターや緩和ケア外来

に問い合わせてください。自宅での療養について詳しくはＰ38、39 を

ご覧ください。
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◆緩和ケア病棟のある病院

病院名 問合せ先 備考

国保中央病院 緩和ケア電話相談窓口(地域支援センター内) 

田原本町宮古 404-1 

0744-32-8800(代)(内線 2101)

完全予約制

天理よろづ相談

所病院

入棟には「入院相談外来」の受診が必要

天理市三島町200

・当院受診中の方は主治医より予約

・他院受診中の方は主治医から地域医療連携を通じて予約

0743-63-5611(代) 

完全予約制

西奈良中央病院 地域医療連携センター

奈良市鶴舞西町 1-15

0742-43-3333(代) 

完全予約制

吉田病院 地域連携相談室

奈良市西大寺赤田町 1-7-1 

0742-45-4601(代) 

完全予約制

おかたに病院 患者支援課

奈良市南京終町 1-25-1 

0742-63-7700(代) 

完全予約制

◆緩和ケア外来

病院名/問い合わせ先 予約受付時間（祝日除く） 備考

奈良県立医科大学附属病院

緩和ケアセンター

0744-22-3051(代) 

(内線 1140)

院内からは各主診療科の主治医が予約

院外からは現在の担当医から地域医療連携室

（直通：0744-29-8022/月～金 8：30～

17：15）にご連絡ください。

完全予約制

奈良県総合医療センター

緩和ケア内科外来（水・木）

0742-46-6001(代) 

院内からは各主診療科の主治医が予約

院外からは現在の担当医から地域医療連携室

にご連絡ください。

完全予約制

天理よろづ相談所病院

緩和ケア外来

0743-63-5611(代)

院内からは主診療科の主治医が予約

院外からは主治医から地域医療連携（月～金

8：30～16：00）にご連絡ください。

完全予約制
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◆緩和ケア病棟のある病院

病院名 問合せ先 備考

国保中央病院 緩和ケア電話相談窓口(地域支援センター内) 

田原本町宮古 404-1 

0744-32-8800(代)(内線 2101)

完全予約制

天理よろづ相談

所病院

入棟には「入院相談外来」の受診が必要

天理市三島町200

・当院受診中の方は主治医より予約

・他院受診中の方は主治医から地域医療連携を通じて予約

0743-63-5611(代) 

完全予約制

西奈良中央病院 地域医療連携センター

奈良市鶴舞西町 1-15

0742-43-3333(代) 

完全予約制

吉田病院 地域連携相談室

奈良市西大寺赤田町 1-7-1 

0742-45-4601(代) 

完全予約制

おかたに病院 患者支援課

奈良市南京終町 1-25-1 

0742-63-7700(代) 

完全予約制

◆緩和ケア外来

病院名/問い合わせ先 予約受付時間（祝日除く） 備考

奈良県立医科大学附属病院

緩和ケアセンター

0744-22-3051(代) 

(内線 1140)

院内からは各主診療科の主治医が予約

院外からは現在の担当医から地域医療連携室

（直通：0744-29-8022/月～金 8：30～

17：15）にご連絡ください。

完全予約制

奈良県総合医療センター

緩和ケア内科外来（水・木）

0742-46-6001(代) 

院内からは各主診療科の主治医が予約

院外からは現在の担当医から地域医療連携室

にご連絡ください。

完全予約制

天理よろづ相談所病院

緩和ケア外来

0743-63-5611(代)

院内からは主診療科の主治医が予約

院外からは主治医から地域医療連携（月～金

8：30～16：00）にご連絡ください。

完全予約制

近畿大学奈良病院

患者支援センター

0743-77-0880(代)

月～金 9:00～17:00

土 9:00～12:00

※当院の担当外来を受診し、必要と診断された

方のみご利用いただけます。

完全予約制

市立奈良病院

がん相談支援センター

0742-24-1251(代)

予約ご希望の方は、主治医またはがん相談

支援センターにご相談ください。

完全予約制

南奈良総合医療センター

地域医療連携室

0747-54-5000(代)

(内線 1701)

予約ご希望の方は、主治医またはがん相談

支援センターにご相談ください。

完全予約制

国保中央病院

地域支援センター

0744-32-8800(代)

(内線 2101)

月～金 9:00～15:00 完全予約制

済生会中和病院

緩和ケア外来

0744-43-5001(代)

(内線 3８3)

当院受診中の方に限ります。

予約ご希望の方は、主診療科の主治医にご相談

ください。

完全予約制

大和高田市立病院

がん相談支援センター

0745-53-2901(代)

完全予約制

西奈良中央病院

地域医療連携センター

0742-93-3972(直通)

予約受付時間

月～金 9:00～16:00

完全予約制

吉田病院

地域連携相談室

0742-45-4601(代)

月～金 9:00～16:00 完全予約制

（外来日は

水曜午後の

みです）

おかたに病院

0742-63-7700(代)

予約ご希望の方は、患者支援課にご相談くださ

い。

完全予約制

火（第 1、４）

火（第 2 ）

金

10:00～12:00　14:00～16:00

10:00～12:00

10:00～12:00
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４．がん治療と日常生活の過ごし方

「治療前からのお口のケアのすすめ」

（日本歯科医師会）

「歯とお口のことなら何でもわかる

テーマパーク８０２０」

（日本歯科医師会）

○あまり神経質にならずに、バランスの良い食事をゆっくりと食べる

ようにしましょう。

○体の調子に合わせて、時には、好きなものを少しでも食べるように

することが大切です。

○がんが治る食事や食品はありません。誤った情報に惑わされないよ

うにしましょう。

「がん治療前の食事のヒント」（改訂版）

（公益財団法人がん研究振興財団）

「がん治療中の食事サポートブック 2023」

（公益財団法人がん研究振興財団）

食事と栄養食事と栄養

○かかりつけ歯科医院で定期的に継続したメンテナンスを行い、

がん治療中の有害事象（副作用）を予防しましょう。

○がん治療が決まったら歯科医院を受診し、がん治療前から治療中に

予測できる有害事象（副作用）への対策を立てましょう。

口腔ケア口腔ケア

がん治療前の
食事のヒント
がん治療前の患者さんとご家族のために

治療を始める前の
栄養と食事Q&A

改訂版

がん治療中の食事サポートブック2023
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がん治療中の
食事サポートブック
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患者さんとご家族のために
苦しい時の症状別Q&A
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４．がん治療と日常生活の過ごし方

「治療前からのお口のケアのすすめ」

（日本歯科医師会）

「歯とお口のことなら何でもわかる

テーマパーク８０２０」

（日本歯科医師会）

○あまり神経質にならずに、バランスの良い食事をゆっくりと食べる

ようにしましょう。

○体の調子に合わせて、時には、好きなものを少しでも食べるように

することが大切です。

○がんが治る食事や食品はありません。誤った情報に惑わされないよ

うにしましょう。

「がん治療前の食事のヒント」（改訂版）

（公益財団法人がん研究振興財団）

「がん治療中の食事サポートブック 2023」

（公益財団法人がん研究振興財団）

食事と栄養食事と栄養

○かかりつけ歯科医院で定期的に継続したメンテナンスを行い、

がん治療中の有害事象（副作用）を予防しましょう。

○がん治療が決まったら歯科医院を受診し、がん治療前から治療中に

予測できる有害事象（副作用）への対策を立てましょう。

口腔ケア口腔ケア

がん治療前の
食事のヒント
がん治療前の患者さんとご家族のために

治療を始める前の
栄養と食事Q&A

改訂版

がん治療中の食事サポートブック2023

令和５年１月 発行

発　行　人　竹内　正広

発　行　所　公益財団法人がん研究振興財団
　　　　　　〒104-0031　東京都中央区京橋2-8-8　新京橋ビル5階
　　　　　　TEL：03（6228）7297　FAX：03（6228）7298　

印　刷　所　株式会社キタジマ
　　　　　　〒130-0023　東京都墨田区立川2-11-7
　　　　　　TEL：03（3635）4510

※本誌の内容を著作権者に無断で複製、複写（コピー）することは、著作権法上での例外を除き、禁じられています。

がん治療中の
食事サポートブック

2023
患者さんとご家族のために
苦しい時の症状別Q&A

「たばことがん」

（国立がん研究センターがん情報サービス）

○喫煙はがんの原因になる

・喫煙が肺がんをはじめとするさまざまながんの原因となることが、科

学的に明らかにされています。また、たばこを吸う本人以外がたばこ

の煙にさらされる「受動喫煙」も、肺がんの原因となることが明らか

となっています。

・がんを予防するためには、たばこを吸わないことが最も効果的です。

現在、たばこを吸っている人も、禁煙することによってがんになるリ

スクを下げることができ、周りの人の健康への影響も少なくすること

ができます。

○喫煙はがんの治療に悪い影響を及ぼし、新たに発生するがんの原因

になる

・がん患者がたばこを吸うと、治療の効果を下げる原因になると考えら

れています。手術を受ける場合には、麻酔の効きが悪くなるだけでな

く、合併症が起こりやすくなります。また、薬物療法や放射線治療の

効果が下がることも報告されています。

・さらに、たばこを吸っているがん患者では、がんの再発や、別の新た

ながん（二次がん）が発生しやすいことが明らかになっています。

○禁煙はすぐに、そして長期的な健康上のメリットがある

・がんや心臓の病気などの喫煙による悪影響は、禁煙によって抑えるこ

とができます。禁煙の効果はすぐに現れ、長期間持続します。禁煙す

ることによって病気を予防します。禁煙に手遅れはありません。

禁煙禁煙
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○がんの治療部位に近い腕や脚などの皮膚の下に、リンパ管に回収さ

れなかったリンパ液がたまってむくんだ状態のことをリンパ浮腫と

いいます。この症状は、発症すると治りづらく、進行しやすいため、

むくんだところが重くなる、関節が曲げづらくなるなど、生活にも

影響することがあります。そのため、リンパ浮腫は予防することや、

早く見つけて治療を受けることが大切です。

「がんとリハビリテーション医療」

（国立がん研究センターがん情報サービス）

○がんのリハビリテーション医療は、がんやがんの治療による体の影

響に対する回復力を高め、残っている体の能力を維持・向上させる

ために受ける医療です。リハビリテーション医療は、がんと診断さ

れた直後から受けることができます。また、緩和ケアの一環として、

心と体のさまざまなつらさに対処する目的でも行われます。

○がんになると、がんそのものによる痛みや食欲低下、息苦しさ、だ

るさによって今まで通り動けなくなったり、手術や薬物療法、放射

線治療などを受けることによって身体機能が落ちたり、損なわれた

りすることがあります。

○このような状況では、日常生活に支障を来し、家事や仕事、学業な

ど社会生活への復帰が難しくなり、生活の質が著しく低下すること

があります。しかし、がんになっても、日常生活を維持し、本人が

望むその人らしい生活を送ることは可能です。そのために欠かせな

いのがリハビリテーション医療です。がんと診断された直後はさま

ざまな不安もある時期ですが、主治医や看護師、がん相談支援セン

ターにご相談ください。

リハビリテーション医療リハビリテーション医療

リンパ浮腫リンパ浮腫
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○がんの治療部位に近い腕や脚などの皮膚の下に、リンパ管に回収さ

れなかったリンパ液がたまってむくんだ状態のことをリンパ浮腫と

いいます。この症状は、発症すると治りづらく、進行しやすいため、

むくんだところが重くなる、関節が曲げづらくなるなど、生活にも

影響することがあります。そのため、リンパ浮腫は予防することや、

早く見つけて治療を受けることが大切です。

「がんとリハビリテーション医療」

（国立がん研究センターがん情報サービス）

○がんのリハビリテーション医療は、がんやがんの治療による体の影

響に対する回復力を高め、残っている体の能力を維持・向上させる

ために受ける医療です。リハビリテーション医療は、がんと診断さ

れた直後から受けることができます。また、緩和ケアの一環として、

心と体のさまざまなつらさに対処する目的でも行われます。

○がんになると、がんそのものによる痛みや食欲低下、息苦しさ、だ

るさによって今まで通り動けなくなったり、手術や薬物療法、放射

線治療などを受けることによって身体機能が落ちたり、損なわれた

りすることがあります。

○このような状況では、日常生活に支障を来し、家事や仕事、学業な

ど社会生活への復帰が難しくなり、生活の質が著しく低下すること

があります。しかし、がんになっても、日常生活を維持し、本人が

望むその人らしい生活を送ることは可能です。そのために欠かせな

いのがリハビリテーション医療です。がんと診断された直後はさま

ざまな不安もある時期ですが、主治医や看護師、がん相談支援セン

ターにご相談ください。

リハビリテーション医療リハビリテーション医療

リンパ浮腫リンパ浮腫

「リンパ浮腫」

（国立がん研究センターがん情報サービス）

○適切な治療を受けることで、リンパ浮腫の進行をおさえたり、症状

を軽減したりすることができます。主治医や看護師、がん相談支援

センターにご相談ください。

○がんの治療には心のケアも含まれます。

○不安が大きく、眠れない時や食べられなくなった時は遠慮せずに主

治医や看護師、がん相談支援センター相談員にご相談ください。

○外来通院中は、緩和ケア外来（P24、P25参照）を受診できます。

主治医にご相談ください。

アピアランスケアとは、治療による副作用（髪や眉毛の脱毛、皮膚の

黒ずみ、爪の割れ）など治療によって起こる外見の変化に対する悩みの

支援をすることをいいます。

がん治療に伴う心理的及び経済的負担を軽減するとともに、就労等の

社会参加を促し、療養生活の維持向上を図るため、医療用補整具（医療

用ウィッグまたは乳房補整具）の購入費用助成している県内市町村に対

し、県が費用の一部を助成する、「奈良県がんとの共生に向けたアピアラ

ンスケア支援事業」を令和 5（2023）年度から開始しました。

お住まいの市町村によって、事業実施状況や助成内容、金額が異なり

ます。詳細は、お住まいの市町村（P50参照）にお問い合わせくださ

い。

奈良県がんとの共生に向けたアピアランスケア

支援事業

奈良県福祉医療部医療政策局疾病対策課がん対策係

0742-27-8928

アピアランスケアアピアランスケア

心のケア心のケア
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５．支え合う仲間

患者同士が体験を共有し、自由に情報交換できる場として、「がん患者

サロン」を拠点病院等や保健所で実施しています。

がん患者サロンでは、奈良県のピア（仲間）・サポーター養成研修を修

了した方々が、がん患者さんやご家族の療養上の問題や心の悩みなどに

対し、自らの体験に基づく支援を行っています。

◆拠点病院等のがん患者サロン

設置場所/名称 開催日時 問合せ先

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

奈良県立医科大学

附属病院「なごみ」

第 3 金曜日

14:00～15:00

※事前予約制です。参加

ご希望の方は右記までご

連絡ください。

がん相談支援センター

橿原市四条町 840

0744-22-3051(代) 

（内線 1173）

奈良県総合医療センター

「くつろぎ」

第 3 火曜日（隔月・不定期）

13:00～14:30

がん相談支援センター

奈良市七条西町 2 丁目 897 ｰ 5 

0742-46-6001(代) 

天理よろづ相談所病院

「サロン いこい」

第 4 水曜日（奇数月）

14:00～15:30

がん相談支援センター

天理市三島町 200

0743-63-5611(代) 

近畿大学奈良病院

「患者サロン 生駒」

第 3 水曜日（原則）

14:00～16:00

がん相談支援センター

患者支援センター

生駒市乙田町 1248-1 

0743-77-0880(代) 

市立奈良病院

「春日野～かすがの～」

第 3 木曜日

14:00～16:00

がん相談支援センター

奈良市東紀寺町 1-50-1 

0742-24-1251(代) 

地
域
が
ん

診
療
病
院

南奈良総合医療センター

「ひととき」

第 4 木曜日

13:00～14:00

がん相談支援センター

大淀町大字福神 8 ｰ 1 

0747-54-5000 (代)

がん患者サロンとピア・サポーターがん患者サロンとピア・サポーター
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５．支え合う仲間

患者同士が体験を共有し、自由に情報交換できる場として、「がん患者

サロン」を拠点病院等や保健所で実施しています。

がん患者サロンでは、奈良県のピア（仲間）・サポーター養成研修を修

了した方々が、がん患者さんやご家族の療養上の問題や心の悩みなどに

対し、自らの体験に基づく支援を行っています。

◆拠点病院等のがん患者サロン

設置場所/名称 開催日時 問合せ先

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

奈良県立医科大学

附属病院「なごみ」

第 3 金曜日

14:00～15:00

※事前予約制です。参加

ご希望の方は右記までご

連絡ください。

がん相談支援センター

橿原市四条町 840

0744-22-3051(代) 

（内線 1173）

奈良県総合医療センター

「くつろぎ」

第 3 火曜日（隔月・不定期）

13:00～14:30

がん相談支援センター

奈良市七条西町 2 丁目 897 ｰ 5 

0742-46-6001(代) 

天理よろづ相談所病院

「サロン いこい」

第 4 水曜日（奇数月）

14:00～15:30

がん相談支援センター

天理市三島町 200

0743-63-5611(代) 

近畿大学奈良病院

「患者サロン 生駒」

第 3 水曜日（原則）

14:00～16:00

がん相談支援センター

患者支援センター

生駒市乙田町 1248-1 

0743-77-0880(代) 

市立奈良病院

「春日野～かすがの～」

第 3 木曜日

14:00～16:00

がん相談支援センター

奈良市東紀寺町 1-50-1 

0742-24-1251(代) 

地
域
が
ん

診
療
病
院

南奈良総合医療センター

「ひととき」

第 4 木曜日

13:00～14:00

がん相談支援センター

大淀町大字福神 8 ｰ 1 

0747-54-5000 (代)

がん患者サロンとピア・サポーターがん患者サロンとピア・サポーター

奈
良
県
地
域
が
ん

診
療
連
携
支
援
病
院

国保中央病院

「ほっとサロン飛鳥」

第２水曜日

14:00～15:00

がん相談支援センター

田原本町宮古 404-1 

0744-32-8800(代) 

済生会中和病院

「患者サロン Chuwa」

第 1 水曜日（原則）

14:00～15:30 

がん相談支援センター

桜井市大字阿部 323

0744-43-5001(代) 

大和高田市立病院

がん患者サロン

「ひだまり」

第 3 水曜日（奇数月）

14:00～16:00

がん相談支援センター

大和高田市磯野北町 1-1 

0745-53-2901(代)

★開催日等は変更することがあります。

★警報発令時は、安全のため中止となります。

★詳しくは、各医療機関にお問い合わせください。

◆保健所でのがん患者サロン

設置場所/名称 問合せ先

奈良県郡山保健所

「患者サロンとまと」

健康増進課 母子・健康推進係

大和郡山市満願寺町 60-1 

0743-51-0196(直通) 

奈良県中和保健所

「患者サロンすずらん」

健康増進課 健康づくり推進係

橿原市常盤町 605-5 

0744-48-3034(直通) 

奈良県吉野保健所

「患者サロンよしの」

健康増進課 地域保健第三係

下市町新住 15-3 

0747-64-8134(直通) 
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がん患者サロン利用者の声

サロンに来るまではドキドキしましたが、みんなの体験

が聞けて良かったです。雰囲気が良く、ほっとしたので、

仕事を調整してまた参加したいです。

初めての方の話をたくさん聞くことが出

来てよかったです。悩みを皆で話し合うこ

とができました。

心が元気になりました。みなさんの考え、体験を聞いて

先に進もうと思えました。

これから始まる化学療法を不安に思って

いましたが、体験者の話を聞いて、少し見

通しが持てました。

患者・家族の話を聴いてもらえます。無理に話す必要も、

笑う必要もありません。自分らしくいることができるサ

ロンです。

コロナ禍は、がん患者サロンがなく寂しかったですが、

今皆さんと色々話が出来て、とても嬉しいです。
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がん患者サロン利用者の声

サロンに来るまではドキドキしましたが、みんなの体験

が聞けて良かったです。雰囲気が良く、ほっとしたので、

仕事を調整してまた参加したいです。

初めての方の話をたくさん聞くことが出

来てよかったです。悩みを皆で話し合うこ

とができました。

心が元気になりました。みなさんの考え、体験を聞いて

先に進もうと思えました。

これから始まる化学療法を不安に思って

いましたが、体験者の話を聞いて、少し見

通しが持てました。

患者・家族の話を聴いてもらえます。無理に話す必要も、

笑う必要もありません。自分らしくいることができるサ

ロンです。

コロナ禍は、がん患者サロンがなく寂しかったですが、

今皆さんと色々話が出来て、とても嬉しいです。

○月×日 診察後、がん相談支援セ
ンターの相談員さんに不安な気持ち
を聞いてもらう。
ちょっと気持ちがスッキリ。

○月××日 がん患者サロンで、私と
同じ大腸がんの「先輩」Ｂさんのお話
を伺う。
治療後、元気に働いているＢさんの話
には説得力があるわ。

治療を中断したら
再発するかも。
先生は大丈夫と
言ったけど、
やっぱり心配・・・

相談員さんや患者仲間と
話すうちにモヤモヤした
気持ちが和らいで
ちょっと元気になれます。
相談やがん患者サロンは
みなさんにもオススメです︕

Ａ子さんは、大腸がんの手術を受け、現在は薬物

療法中です。

ある日の血液検査の結果から薬物療法を中断する

ことになりました。

A 子さんのサロン活用法
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がん患者さんや家族が主体となり結成された患者会やがんに関わる活

動をしている団体があります。

患者サロンや交流会、がん医療の推進のための研修会や講演会などの

活動を行っています。

◆県内のがん患者会

連絡先 活動内容 対象

①あけぼの奈良

天理市柳本町 1267

吉岡敏子 方

090-9627-7315

/Fax 0743-66-2180

・講演会・相談会

・あけぼのハウス奈良

会員間の情報交換（不定期）

・ひだまりサロン

再発者の情報交換（２か月に１回）

・母の日キャンペーン（乳がん検診を促す啓発活動）

・がんと向き合う日に合わせた啓発活動

・会報「青垣だより」の発行

・あけぼの会本部のニュースレターの送付

乳がん体験者

会の主旨に賛同

される方

②奈良がんピアサポートなぎの会

大和郡山市九条町 512-20

松浦博子 方

090-8983-1285

・「がんサロン」（毎月）

サロンなぎ・night サロン・女性がん患者の集い

デージークラブ（祝休日及び夜の街中サロン）

・研修会、講演会、シンポジウム

・相談（面談・電話・メール）

・情報提供（主に LINE）

がん患者

家族・遺族

医療・福祉関係者

③奈良交声会

香芝市良福寺 685-4 

奈良交声会

会長 堀内實 方

/Fax 0745-77-6015

・発声教室

〈場所〉奈良県立医科大学附属病院、天理よろづ相談

所病院、奈良県総合医療センター、近畿大学奈良病院

・研修会・総会

・喉頭摘出者からの相談及びアドバイス

・会報「こうせいかいだより」の発行による情報発信

・各病院とのコミュニケーション

喉頭摘出者

患者会・がん関連団体患者会・がん関連団体

34 35~ ~ 



がん患者さんや家族が主体となり結成された患者会やがんに関わる活

動をしている団体があります。

患者サロンや交流会、がん医療の推進のための研修会や講演会などの

活動を行っています。

◆県内のがん患者会

連絡先 活動内容 対象

①あけぼの奈良

天理市柳本町 1267

吉岡敏子 方

090-9627-7315

/Fax 0743-66-2180

・講演会・相談会

・あけぼのハウス奈良

会員間の情報交換（不定期）

・ひだまりサロン

再発者の情報交換（２か月に１回）

・母の日キャンペーン（乳がん検診を促す啓発活動）

・がんと向き合う日に合わせた啓発活動

・会報「青垣だより」の発行

・あけぼの会本部のニュースレターの送付

乳がん体験者

会の主旨に賛同

される方

②奈良がんピアサポートなぎの会

大和郡山市九条町 512-20

松浦博子 方

090-8983-1285

・「がんサロン」（毎月）

サロンなぎ・night サロン・女性がん患者の集い

デージークラブ（祝休日及び夜の街中サロン）

・研修会、講演会、シンポジウム

・相談（面談・電話・メール）

・情報提供（主に LINE）

がん患者

家族・遺族

医療・福祉関係者

③奈良交声会

香芝市良福寺 685-4 

奈良交声会

会長 堀内實 方

/Fax 0745-77-6015

・発声教室

〈場所〉奈良県立医科大学附属病院、天理よろづ相談

所病院、奈良県総合医療センター、近畿大学奈良病院

・研修会・総会

・喉頭摘出者からの相談及びアドバイス

・会報「こうせいかいだより」の発行による情報発信

・各病院とのコミュニケーション

喉頭摘出者

患者会・がん関連団体患者会・がん関連団体 ④日本オストミー協会奈良県支部

奈良市五条西 2-3-12

川崎眞弘　方

090-2110-5032

・会報の発行、装具や福祉制度最新情報の連絡

・研修会・宿泊研修会

・簡単なハイキング

・ストーマの悩みに対する相談会

人工肛門・人工膀

胱の保有者

直腸または膀胱

障害を有する者

とその家族

⑤肺がん患者会 肺ゆう会～奈良～

大和郡山市九条町 512-20

松浦博子　方

090-8983-1285

・がんサロン（３・６・９・１２月）

・講演

・相談（面談・電話・メール）

・日本肺がん患者連絡会（JLCA）との連携

・情報提供（主に LINE）

肺がん患者

家族・遺族

医療・福祉関係者

⑥治療と仕事の両立支援～はーべすと～

奈良県奈良市大宮町

3丁目 5-39

第 3 やまと建設ビル 301 号

あたつく組合内

☎080-8542-1003

・定例患者会「がん・らふ会」の開催（月 1 回日曜日）

・がん患者をはじめとする有病者の「治療と仕事」の

両立支援

・がんの治療に伴う社会的な問題への情報発信

・がん検診の啓発活動

・講演会、勉強会

働く世代のがん

患者、家族、サポ

ーター（医療従事

者・介護従事者・

行政・企業の人事

担当者など）
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◆がん関連団体・県外の患者会

連絡先 活動内容 対象

①奈良県のホスピスとがん医療をすすめる会

北葛城郡河合町高塚台 1-8-1

奈良ニッセイエデンの園内

080-5337-2360

・奈良県のすべてのがん患者が、居住する地

域にかかわらず利用できるホスピス・緩和

ケア病床の開設を目指す運動

・奈良県がん医療の向上を目指す運動

・上記運動のための勉強会・講演会の開催

・会紙「すすめる会」通信の発行

がん患者・家族・遺族

がん医療・福祉関係者

がんやホスピスに関心

のある方

その他、一般の方

②公益財団法人がんの子どもを守る会 関西支部

大阪事務所

大阪市中央区北久宝寺町

2-3-1 

06-6263-1333

○関西支部

・公開シンポジウム

（近畿小児血液がん研究会）

・医療講演会/小児がん経験者の体験発表など

（のぞみトークきんき）

○大阪事務所

・ソーシャルワーカーによる相談事業、

宿泊事業、広報啓発活動

・個別医療相談、交流会の開催

小児・AYA 世代

がん患者・経験者・家族
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◆がん関連団体・県外の患者会

連絡先 活動内容 対象

①奈良県のホスピスとがん医療をすすめる会

北葛城郡河合町高塚台 1-8-1

奈良ニッセイエデンの園内

080-5337-2360

・奈良県のすべてのがん患者が、居住する地

域にかかわらず利用できるホスピス・緩和

ケア病床の開設を目指す運動

・奈良県がん医療の向上を目指す運動

・上記運動のための勉強会・講演会の開催

・会紙「すすめる会」通信の発行

がん患者・家族・遺族

がん医療・福祉関係者

がんやホスピスに関心

のある方

その他、一般の方

②公益財団法人がんの子どもを守る会 関西支部

大阪事務所

大阪市中央区北久宝寺町

2-3-1 

06-6263-1333

○関西支部

・公開シンポジウム

（近畿小児血液がん研究会）

・医療講演会/小児がん経験者の体験発表など

（のぞみトークきんき）

○大阪事務所

・ソーシャルワーカーによる相談事業、

宿泊事業、広報啓発活動

・個別医療相談、交流会の開催

小児・AYA 世代

がん患者・経験者・家族

拠点病院等には、患者さん及びご家族向けの

図書コーナーを設置している所もあります。

◆拠点病院等の図書コーナー

病院
利用者の

制限

利用可能な

曜日・時間

場所

問合せ先

奈良県立医科大学附属病院

（なごみ図書）

制限なし 月～金

9:00～16:30

がん相談支援センター

0744-22-3051(代）

（内線 1173）

天理よろづ相談所病院

（いこいあおぞら文庫）

当院に通院

又は入院さ

れている患

者さん、ご

家族

月～金

9:30～17:00

がん相談支援センター

0743-63-5611(代) 

近畿大学奈良病院 制限なし 月～金

10:00～16:00

がん相談支援センター

0743-77-0880(代) 

済生会中和病院

（ふれあい図書館）

当院に通院

又は入院さ

れている患

者さん、ご

家族

月～金

9:00～17:00

土（第1､3､5）

9:00～12:00

放射線治療棟１階

総務課

0744-43-5001(代)

大和高田市立病院

（こもれび）

制限なし 月～金

9:00～16:00

がん相談支援センター

0745-53-2901(代）

患者さん及びご家族向けの図書コーナー患者さん及びご家族向けの図書コーナー
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６．自宅での療養

自宅で療養するために、在宅療養サービスや介護保険サービスが利用

できます。まずは、主治医や看護師、病院の地域医療連携室＊やがん相

談支援センター等で相談して一緒に情報をさがしてみましょう。
＊地域医療連携室：病院によって名称は異なります。一般的に、地域医療連携室では、紹介患者さんの

　受診予約調整や退院調整、地域の医療機関との連携・調整などが行われています。

●在宅療養サービスを受けたい

[在宅医（在宅療養支援診療所などの診療所）]

定期的に訪問診療し、緊急時などに対応します。また、専門的な治

療を行った病院の主治医と連携し、必要に応じて再入院の手配なども

します。

[訪問看護ステーション]

通院や外出が困難な患者さんのために、看護師や准看護師等が自宅

を訪問し、医師の指示に基づく診療の補助や、健康管理や相談等のサ

ービスを提供する施設です。

[薬剤師]

薬の効能・服用方法の説明や使用方法・副作用に関する相談に対応

しています。

[地域包括支援センター]

介護予防を含め、在宅療養などに関する様々な制度の利用や福祉の

相談や支援を行っています。

がん在宅医療機能（診療所・訪問看護ステーション・薬局）

県内診療所、訪問看護ステーション、薬局の

がん在宅医療機能の一覧表を掲載しています。

「がんネットなら」（P４８参照）で見ることが

できます。

地域包括支援センター（奈良県ホームページ）
　地域包括支援センターの概要と県内の一覧表を
掲載しています。
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６．自宅での療養

自宅で療養するために、在宅療養サービスや介護保険サービスが利用

できます。まずは、主治医や看護師、病院の地域医療連携室＊やがん相

談支援センター等で相談して一緒に情報をさがしてみましょう。
＊地域医療連携室：病院によって名称は異なります。一般的に、地域医療連携室では、紹介患者さんの

　受診予約調整や退院調整、地域の医療機関との連携・調整などが行われています。

●在宅療養サービスを受けたい

[在宅医（在宅療養支援診療所などの診療所）]

定期的に訪問診療し、緊急時などに対応します。また、専門的な治

療を行った病院の主治医と連携し、必要に応じて再入院の手配なども

します。

[訪問看護ステーション]

通院や外出が困難な患者さんのために、看護師や准看護師等が自宅

を訪問し、医師の指示に基づく診療の補助や、健康管理や相談等のサ

ービスを提供する施設です。

[薬剤師]

薬の効能・服用方法の説明や使用方法・副作用に関する相談に対応

しています。

[地域包括支援センター]

介護予防を含め、在宅療養などに関する様々な制度の利用や福祉の

相談や支援を行っています。

がん在宅医療機能（診療所・訪問看護ステーション・薬局）

県内診療所、訪問看護ステーション、薬局の

がん在宅医療機能の一覧表を掲載しています。

「がんネットなら」（P４８参照）で見ることが

できます。

地域包括支援センター（奈良県ホームページ）
　地域包括支援センターの概要と県内の一覧表を
掲載しています。

●介護サービスを受けたい
[介護保険制度]

介護保険の被保険者で、要介護認定を受けられた方は要介護度に応

じて、訪問介護や訪問入浴、訪問看護などのサービスを受けることが

できます。原則として、費用の１割～３割が自己負担となります。

介護保険の対象は、次の場合です。

・65 歳以上の方で、要介護（入浴・排泄・食事などの日常生活に

介護を要する）又は要支援（要介護状態にならないために適切な

支援を要する）の認定を受けた場合

・40 歳～64 歳までの方で、「末期がん」等の特定疾病であると診

断され、要介護・要支援の認定を受けた場合

７．医療費などの負担軽減

●医療費が高額になったので払い戻しを受けたい
［高額療養費制度]

同じ月に、医療機関や薬局の窓口で支払った額（入院時の食費負担

や差額ベッド代等は対象外です。）が、一定額を超えた場合に、その超

えた金額の払い戻しを受けることができる制度です。

この一定額という自己負担上限額は、年齢や所得に応じ定められて

います。また、医療費が高額になりそうなことがあらかじめわかって

いる場合に事前に手続きを行うことで、医療機関の窓口での支払い額

そのものを初めからひと月の上限額までとすることができる仕組みも

あります。（「限度額認定証」）

問合せ先　市町村の介護保険担当課（P50）

高額療養費制度

（厚生労働省ホームページ）
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●医療と介護の両方の自己負担額の合計が高額になったので、医療と介護の両方の自己負担額の合計が高額になったので、
払い戻しを受けたい払い戻しを受けたい
[高額医療・高額介護合算療養費制度]

同じ世帯内の同一医療保険の加入者の方について、毎年８月から１

年間にかかった医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超

えた場合に、その超えた額について払い戻しを受けることができる制

度です。

●小児がんの医療費助成を受けたい小児がんの医療費助成を受けたい
[小児慢性特定疾病医療費助成]

治療期間が長く、医療費負担が高額となる小児がんなど厚生労働大

臣が定める小児慢性特定疾病について、治療・研究の推進を図り、併

せて患者家庭の医療費の負担軽減につながるよう、医療費の自己負担

分の一部を助成する制度です。

１８歳未満（引き続き治療が必要であると認められる場合は、２０

歳未満）の子どもが助成の対象となります。

●肝がんの医療費助成を受けたい肝がんの医療費助成を受けたい
[肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業]

B 型・C 型肝炎ウイルスに起因する肝がん及び重度肝硬変と診断さ

れている方で、一定の条件を満たしている場合に助成を受けることが

できる制度です。

問合せ先　居住地を管轄する保健所（P51）

問合せ先 加入している公的医療保険の相談窓口

奈良県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

（奈良県疾病対策課ホームページ）
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●医療と介護の両方の自己負担額の合計が高額になったので、医療と介護の両方の自己負担額の合計が高額になったので、
払い戻しを受けたい払い戻しを受けたい
[高額医療・高額介護合算療養費制度]

同じ世帯内の同一医療保険の加入者の方について、毎年８月から１

年間にかかった医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超

えた場合に、その超えた額について払い戻しを受けることができる制

度です。

●小児がんの医療費助成を受けたい小児がんの医療費助成を受けたい
[小児慢性特定疾病医療費助成]

治療期間が長く、医療費負担が高額となる小児がんなど厚生労働大

臣が定める小児慢性特定疾病について、治療・研究の推進を図り、併

せて患者家庭の医療費の負担軽減につながるよう、医療費の自己負担

分の一部を助成する制度です。

１８歳未満（引き続き治療が必要であると認められる場合は、２０

歳未満）の子どもが助成の対象となります。

●肝がんの医療費助成を受けたい肝がんの医療費助成を受けたい
[肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業]

B 型・C 型肝炎ウイルスに起因する肝がん及び重度肝硬変と診断さ

れている方で、一定の条件を満たしている場合に助成を受けることが

できる制度です。

問合せ先　居住地を管轄する保健所（P51）

問合せ先 加入している公的医療保険の相談窓口

奈良県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

（奈良県疾病対策課ホームページ）

８．療養中の生活費など経済的なこと

●税税金金のの負負担担担をを減減ららししたたいい
[医療費控除制度]

自己又は自己と生計を一にする配偶者やその他の親族のために医療

費を支払った場合、一定の金額の所得控除が受けられる制度です。

医療費控除に関する事項を記載した確定申告書を所轄税務署に提出

することが必要です。

●療養生活のための資金を借りたい療養生活のための資金を借りたい
[生活福祉資金貸付制度]

低所得世帯等を対象に、資金の貸付を通じて経済的な自立や在宅福

祉の向上を図ることによって、住民の地域での安定した生活を支援す

る制度です。

貸付条件に該当すると、負傷又は疾病の療養にかかる必要な経費（健

康保険の例による医療の自己負担額のほか、移送経費等、療養に付随

して要する経費を含む）及びその療養期間中の生計を維持するために

必要な経費を借り入れることができます。

●仕事を休んでいる間の生活保障を受けたい仕事を休んでいる間の生活保障を受けたい
[傷病手当金]

病気休業中の生活を保障するために設けられた制度です。

病気やけがのために会社を休み、事業主から十分な報酬が受けられ

ない場合に支給されます。

問合せ先 加入している公的医療保険の相談窓口

問合せ先　居住地を管轄する税務署（P52）

問合せ先 市町村の社会福祉協議会
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●障害が残ったので制度を利用したい障害が残ったので制度を利用したい
[障害年金]

病気などのために、原則として 65 歳までに一定の障害の状態にな

った方に支給される制度です。障害年金には、国民年金から支給され

る「障害基礎年金」、厚生年金から支給される「障害厚生年金」、公務

員が加入する共済組合から支給される「障害共済年金」があります。

なお、「一定の障害の状態」とは、人工肛門の造設や、喉頭部摘出な

どのほか、日常生活において制限がある（介助を必要とする）状態の

ことをいい、所定の診断書によって障害の程度の審査を行います。ま

た、障害年金の請求には制度ごとに一定の要件を満たしていることが

必要です。

[身体障害者手帳]

身体障害者手帳は、身体障害認定基準に定められた障害に該当する

と認定された方に対して交付される制度です。手帳を取得することに

より、障害の種類や程度に応じた福祉サービスを利用できるようにな

ります。（手帳未所持でも受けられる障害福祉サービスはあります。）

　手帳の交付対象となる障害には下記のようなものがあり、障害の

程度によって１級から７級までの区分が設けられています。（ただし、

７級の障害一つのみでは手帳の交付対象にはなりません。）

利用できる助成・支援には、ストマ用装具（人工肛門や人工膀胱）、

情報・意思疎通支援用具（会話補助装置）、在宅療養等支援用具（介護

ベッド）など日常生活用具などの支給・貸与、税金の控除、公共交通

機関運賃の免除・割引などがあります。なお、障害の程度によって、

助成・支援の内容は変わります。

問合せ先

障害基礎年金…市町村（P50）又は年金事務所（P52）

障害厚生年金…年金事務所（P52）

障害共済年金…各共済組合の担当窓口

〈手帳の交付対象となる障害〉

視覚障害、聴覚障害、平衡機能障害、音声・言語・そしゃく機能障害、

肢体不自由、心臓機能障害、じん臓機能障害、呼吸器機能障害、

ぼうこう又は直腸機能障害、小腸機能障害、免疫機能障害、肝臓機能障害

問合せ先　市町村の福祉担当課（P50）
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●障害が残ったので制度を利用したい障害が残ったので制度を利用したい
[障害年金]

病気などのために、原則として 65 歳までに一定の障害の状態にな

った方に支給される制度です。障害年金には、国民年金から支給され

る「障害基礎年金」、厚生年金から支給される「障害厚生年金」、公務

員が加入する共済組合から支給される「障害共済年金」があります。

なお、「一定の障害の状態」とは、人工肛門の造設や、喉頭部摘出な

どのほか、日常生活において制限がある（介助を必要とする）状態の

ことをいい、所定の診断書によって障害の程度の審査を行います。ま

た、障害年金の請求には制度ごとに一定の要件を満たしていることが

必要です。

[身体障害者手帳]

身体障害者手帳は、身体障害認定基準に定められた障害に該当する

と認定された方に対して交付される制度です。手帳を取得することに

より、障害の種類や程度に応じた福祉サービスを利用できるようにな

ります。（手帳未所持でも受けられる障害福祉サービスはあります。）

　手帳の交付対象となる障害には下記のようなものがあり、障害の

程度によって１級から７級までの区分が設けられています。（ただし、

７級の障害一つのみでは手帳の交付対象にはなりません。）

利用できる助成・支援には、ストマ用装具（人工肛門や人工膀胱）、

情報・意思疎通支援用具（会話補助装置）、在宅療養等支援用具（介護

ベッド）など日常生活用具などの支給・貸与、税金の控除、公共交通

機関運賃の免除・割引などがあります。なお、障害の程度によって、

助成・支援の内容は変わります。

問合せ先

障害基礎年金…市町村（P50）又は年金事務所（P52）

障害厚生年金…年金事務所（P52）

障害共済年金…各共済組合の担当窓口

〈手帳の交付対象となる障害〉

視覚障害、聴覚障害、平衡機能障害、音声・言語・そしゃく機能障害、

肢体不自由、心臓機能障害、じん臓機能障害、呼吸器機能障害、

ぼうこう又は直腸機能障害、小腸機能障害、免疫機能障害、肝臓機能障害

問合せ先　市町村の福祉担当課（P50）

●仕事を辞めたときの制度を利用したい仕事を辞めたときの制度を利用したい
[失業給付金]

雇用保険に加入していた方に対して、失業中の生活を支援するため

の制度です。

再就職の意思、能力を有していること、退職前の２年間で 12 か月

以上（倒産・解雇等は退職前の 1 年間で６か月以上）の保険加入期間

があること等、給付日数は加入期間や離職理由、離職時年齢によって

変わります。受給期間等については、下記問合せ先にご相談ください。

◆奈良県内のハローワーク

名称 所在地・電話番号 管轄地域

ハローワーク奈良 奈良市法蓮町 387

奈良第 3 地方合同庁舎 1F

0742-36-1601

奈良市 天理市 生駒市

山辺郡

ハローワーク大和郡山 大和郡山市観音寺町 168-1 

0743-52-4355

大和郡山市 生駒郡

ハローワーク大和高田 大和高田市池田 574-6 

0745-52-5801

大和高田市 橿原市 御所市

香芝市 葛城市 北葛城郡

高市郡

ハローワーク桜井 桜井市外山 285-4-5 

0744-45-0112

桜井市 宇陀市 磯城郡

宇陀郡 吉野郡のうち東吉野村

ハローワーク下市 下市町下市 2772-1 

0747-52-3867

五條市 吉野郡（東吉野村を除く）

＊いずれのハローワークもご利用時間は平日の 8:30～17:15 まで

部門コード(11#)

部門コード(11#)
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９．がん治療と仕事の両立

●がん治療と仕事の両立について相談したい

がんの早期発見や治療法の進歩により、仕事を続けながら治療を受

けられる時代となっています。

がんと診断されたことで、仕事を続けられないと思われる方もおら

れますが、今はがん治療は外来で行われることも多いため、治療と仕

事の両立をあきらめることなく、まずは主治医や看護師、がん相談支

援センターの相談員に相談してみましょう。

また、治療と仕事の両立には、職場の上司や同僚の理解・協力が必

要不可欠です。職場の産業医や産業看護職、人事・給与・福利厚生担

当者にも相談してみましょう。

◆拠点病院での就労相談

拠点病院のがん相談支援センターでは、がん患者の就労に関する

様々な悩みや相談に診断時から対応するため、社会保険労務士による

就労相談を実施しています。

事前の予約が必要となりますので、がん相談支援センター（P２）

にご相談ください。

◆その他の就労相談
奈良産業保健総合支援センターでは、治療を受けながら安心して働

き続けるため、「両立支援促進員」が相談に応じています。希望に応じ
て勤務先との調整も行っています。

事前の予約が必要になりますので、ご相談ください。

名称 所在地 電話番号

奈良産業保健総合支援センター 奈良市大宮町 1-1-32

奈良交通第３ビル３階

0742-25-3100    
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９．がん治療と仕事の両立

●がん治療と仕事の両立について相談したい

がんの早期発見や治療法の進歩により、仕事を続けながら治療を受

けられる時代となっています。

がんと診断されたことで、仕事を続けられないと思われる方もおら

れますが、今はがん治療は外来で行われることも多いため、治療と仕

事の両立をあきらめることなく、まずは主治医や看護師、がん相談支

援センターの相談員に相談してみましょう。

また、治療と仕事の両立には、職場の上司や同僚の理解・協力が必

要不可欠です。職場の産業医や産業看護職、人事・給与・福利厚生担

当者にも相談してみましょう。

◆拠点病院での就労相談

拠点病院のがん相談支援センターでは、がん患者の就労に関する

様々な悩みや相談に診断時から対応するため、社会保険労務士による

就労相談を実施しています。

事前の予約が必要となりますので、がん相談支援センター（P２）

にご相談ください。

◆その他の就労相談
奈良産業保健総合支援センターでは、治療を受けながら安心して働

き続けるため、「両立支援促進員」が相談に応じています。希望に応じ
て勤務先との調整も行っています。

事前の予約が必要になりますので、ご相談ください。

名称 所在地 電話番号

奈良産業保健総合支援センター 奈良市大宮町 1-1-32

奈良交通第３ビル３階

0742-25-3100    

●がんの治療中だが、再就職（就職）したい
◆就職相談

ハローワーク奈良、ハローワーク大和高田では、がんや肝炎などの

疾病により長期にわたる治療を受けながら就職を希望される方に対す

る就職支援として、「長期療養者職業相談窓口」を開設し、「就労支援

ナビゲーター」による相談を実施しています。また奈良県立医科大学

附属病院、奈良県総合医療センター、天理よろづ相談所病院と連携し

て、病院内での出張就職相談も行っています。
事前の予約が必要になりますので、ご相談ください。

名称 相談日・時間 問合せ先

ハローワーク奈良

長期療養者職業相談窓口

月～金（祝日を除く）

8:30～17:15

奈良市法蓮町 387

0742-36-1601

（部門コード 43＃）

奈良県総合医療センター

「ハローワーク出張相談会」

水（月２回）

13:00～15:45

＊予約制

がん相談支援センター

奈良市七条西町 2 丁目 897

ｰ 5 

0742-46-6001(代) 

天理よろづ相談所病院

「ハローワーク出張相談」

月～金 9:30～16:00

（祝日を除く）

＊完全予約制

（来院または電話にて

受付）

がん相談支援センター

天理市三島町 200

0743-63-5611(代) 

名称 相談日・時間 問合せ先

ハローワーク大和高田

長期療養者職業相談窓口

月～金（祝日を除く）

8:30～17:15

大和高田市池田 574-6 

0745-52-5801

（部門コード 43＃）

奈良県立医科大学附属病院

「ハローワーク出張相談」

水（第 1 週目、2 週目、

5 週目）

火（第 3 週目、4 週目）

13:00～16:00

＊予約制

がん相談支援センター

橿原市四条町 840 

0744-22-3051(代) 
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◆一般的な労働相談窓口

名称 電話番号 相談内容 相談時間

奈良労働局

総合労働相談コーナー

0742-32-0202 労働相談、個

別労働紛争に

関して

月～金 9:00～17:00

（祝日・年末年始除く）

奈良総合労働相談コーナー 0742-85-6437

葛城総合労働相談コーナー 0745-40-4500

桜井総合労働相談コーナー 0744-42-6901

大淀総合労働相談コーナー 0747-52-0261

中小企業労働相談所

（電話相談のみ対応）

0120-450-355 労働問題に関

して

月～金 9:00～18:00

（祝日・年末年始除く）

北和地区中小企業労働相談所

（エルトピア奈良）

0742-26-6900 労働問題に関

して

＊都合により

日時の変更あ

り

土（第２、４）

13:00～17:00

（祝日・年末年始除く）

中和地区中小企業労働相談所

（エルトピア中和）

0745-22-6631 土（第１、３）

13:00～17:00

（祝日・年末年始除く）

がんと仕事の Q&A　第 3 版がんと仕事の Q&A　第 3 版
（厚生労働科学研究費補助金がん臨床研究事業）

体験者の声をもとに作られたＱ＆Ａ集です。

体験者からのアドバイスやコラム、

役立つ資料が紹介されています。
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◆一般的な労働相談窓口

名称 電話番号 相談内容 相談時間

奈良労働局

総合労働相談コーナー

0742-32-0202 労働相談、個

別労働紛争に

関して

月～金 9:00～17:00

（祝日・年末年始除く）

奈良総合労働相談コーナー 0742-85-6437

葛城総合労働相談コーナー 0745-40-4500

桜井総合労働相談コーナー 0744-42-6901

大淀総合労働相談コーナー 0747-52-0261

中小企業労働相談所

（電話相談のみ対応）

0120-450-355 労働問題に関

して

月～金 9:00～18:00

（祝日・年末年始除く）

北和地区中小企業労働相談所

（エルトピア奈良）

0742-26-6900 労働問題に関

して

＊都合により

日時の変更あ

り

土（第２、４）

13:00～17:00

（祝日・年末年始除く）

中和地区中小企業労働相談所

（エルトピア中和）

0745-22-6631 土（第１、３）

13:00～17:00

（祝日・年末年始除く）

がんと仕事の Q&A　第 3 版がんと仕事の Q&A　第 3 版
（厚生労働科学研究費補助金がん臨床研究事業）

体験者の声をもとに作られたＱ＆Ａ集です。

体験者からのアドバイスやコラム、

役立つ資料が紹介されています。

１０．子どもの療養支援

●長期の療養が必要な子どもの療育について相談したい
小児がんなどの特定の疾患等、子どもの成長期に長期にわたる治療が

必要な場合、家庭や学校での生活に大きな影響を及ぼします。

保健所では、長期にわたる療養が必要な子どもや保護者等を対象に、

家庭での看護や養育、学校生活、福祉制度の紹介等の療育についての相

談を行っています。

●入院中の教育支援を受けたい
在籍する学校と連携を図りながら、入院中も学習が継続できるよう支

援を進めます。

病院内には院内学級も設置されています。退院後の復学を踏まえ、元

の学校と連携を図りながら学習を進めます。病院内の院内学級について

は、入院する病院の主治医や看護師、ソーシャルワーカー等にお問い合

わせください。

問合せ先

・病院の主治医、看護師等

・居住地の市町村教育委員会または各院内学級

問合せ先　居住地を管轄する保健所（P51）
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１１．がんに関する情報サイト

●●がんネットなら
（奈良県がん情報提供ポータルサイト）

　県内の医療機関や相談窓口の情報、県内で開催される講演会の情報

など、がんに関する情報を幅広く掲載しています。がんに関して知り

たいとき、迷ったときなど、ぜひご利用ください。
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１１．がんに関する情報サイト

●●がんネットなら
（奈良県がん情報提供ポータルサイト）

　県内の医療機関や相談窓口の情報、県内で開催される講演会の情報

など、がんに関する情報を幅広く掲載しています。がんに関して知り

たいとき、迷ったときなど、ぜひご利用ください。

関連する情報サイト

○がん情報サービス

（国立がん研究センターがん情報サービス）

患者さんやご家族の方をはじめ、一般の方や医療関係者に対して、

がんについて信頼できる、最新の正しい情報をわかりやすく紹介して

います。

○小児がんの方へ

（国立がん研究センターがん情報サービス）

小児がんに関する情報等を掲載しています。治療にあたって診療の

流れやご家族に心がけていただきたいことなど、本格的に治療を始め

る前に知っておいていただきたい情報をわかりやすく紹介しています。

○公益財団法人日本対がん協会のホームページ

各種がんの基礎知識や検診に関する情報などを提供しています。

○治療と仕事 両立支援総合サイト（奈良労働局）

病気を抱える労働者が治療を受けながら、継続して仕事ができる環

境を支援するためのサイトです。

●●
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１２．関係機関一覧

 

◆奈良県内の市町村役所（場）一覧 

市町村名 所在地 電話番号 

奈良市 奈良市二条大路南 1-1-1 0742-34-1111 

大和高田市 大和高田市大字大中 98 番地 4 0745-22-1101 

大和郡山市 大和郡山市北郡山町 248-4 0743-53-1151 

天理市 天理市川原城町 605 0743-63-1001 

橿原市 橿原市八木町 1-1-18 0744-22-4001 

桜井市 桜井市大字粟殿 432-1 0744-42-9111 

五條市 五條市岡口 1 丁目 3 番 1 号 0747-22-4001 

御所市 御所市 1 番地- 3 0745-62-3001 

生駒市 生駒市東新町 8 番 38 号 0743-74-1111 

香芝市 香芝市本町 1397 番地 0745-76-2001 

葛城市 [新庄庁舎] 葛城市柿本 166 番地 0745-69-3001 

宇陀市 宇陀市榛原下井足 17 番地- 3 0745-82-8000 

山添村 山添村大字大西 151 番地  0743-85-0041 

平群町 平群町吉新 1-1-1 0745-45-1001 

三郷町 三郷町勢野西 1-1-1 0745-73-2101 

斑鳩町 斑鳩町法隆寺西 3 丁目 7 番 12 号 0745-74-1001 

安堵町 安堵町大字東安堵 958 番地 0743-57-1511 

川西町 川西町大字結崎 28 番地- 1 0745-44-2211 

三宅町 三宅町大字伴堂 689 番地 0745-44-2001 

田原本町 田原本町 890-1 0744-32-2901 

曽爾村 曽爾村今井 495-1 0745-94-2101 

御杖村 御杖村菅野 368 0745-95-2001 

高取町 高取町観覚寺 990-1 0744-52-3334 

明日香村 明日香村大字橘 21 番地 0744-54-2001 

上牧町 上牧町上牧 3350 0745-76-1001 

王寺町 王寺町王寺 2 丁目 1-23  0745-73-2001 

広陵町 広陵町大字南郷 583 番地 1 0745-55-1001 

河合町 河合町池部１丁目１番１号 0745-57-0200 

吉野町 吉野町大字上市 80 番地- 1 0746-32-3081 
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１２．関係機関一覧

 

◆奈良県内の市町村役所（場）一覧 

市町村名 所在地 電話番号 

奈良市 奈良市二条大路南 1-1-1 0742-34-1111 

大和高田市 大和高田市大字大中 98 番地 4 0745-22-1101 

大和郡山市 大和郡山市北郡山町 248-4 0743-53-1151 

天理市 天理市川原城町 605 0743-63-1001 

橿原市 橿原市八木町 1-1-18 0744-22-4001 

桜井市 桜井市大字粟殿 432-1 0744-42-9111 

五條市 五條市岡口 1 丁目 3 番 1 号 0747-22-4001 

御所市 御所市 1 番地- 3 0745-62-3001 

生駒市 生駒市東新町 8 番 38 号 0743-74-1111 

香芝市 香芝市本町 1397 番地 0745-76-2001 

葛城市 [新庄庁舎] 葛城市柿本 166 番地 0745-69-3001 

宇陀市 宇陀市榛原下井足 17 番地- 3 0745-82-8000 

山添村 山添村大字大西 151 番地  0743-85-0041 

平群町 平群町吉新 1-1-1 0745-45-1001 

三郷町 三郷町勢野西 1-1-1 0745-73-2101 

斑鳩町 斑鳩町法隆寺西 3 丁目 7 番 12 号 0745-74-1001 

安堵町 安堵町大字東安堵 958 番地 0743-57-1511 

川西町 川西町大字結崎 28 番地- 1 0745-44-2211 

三宅町 三宅町大字伴堂 689 番地 0745-44-2001 

田原本町 田原本町 890-1 0744-32-2901 

曽爾村 曽爾村今井 495-1 0745-94-2101 

御杖村 御杖村菅野 368 0745-95-2001 

高取町 高取町観覚寺 990-1 0744-52-3334 

明日香村 明日香村大字橘 21 番地 0744-54-2001 

上牧町 上牧町上牧 3350 0745-76-1001 

王寺町 王寺町王寺 2 丁目 1-23  0745-73-2001 

広陵町 広陵町大字南郷 583 番地 1 0745-55-1001 

河合町 河合町池部１丁目１番１号 0745-57-0200 

吉野町 吉野町大字上市 80 番地- 1 0746-32-3081 

大淀町 大淀町桧垣本 2090 番地 0747-52-5501

下市町 下市町大字下市 1960 0747-52-0001

黒滝村 黒滝村大字寺戸 77 番地 0747-62-2031

天川村 天川村大字沢谷 60 番地 0747-63-0321

野迫川村 野迫川村大字北股 84 番地 0747-37-2101

十津川村 十津川村大字小原 225-1 0746-62-0001

下北山村 下北山村寺垣内 983 07468-6-0001

上北山村 上北山村河合 330 07468-2-0001

川上村 川上村大字迫 1335 番地- 7 0746-52-0111

東吉野村 東吉野村大字小川 99 番地 0746-42-0441

◆奈良県内の保健所

名称 所在地・電話番号 管轄地域

奈良市保健所 奈良市三条本町 13-1

0742-93-8397（保健予防課）

奈良市

郡山保健所 大和郡山市満願寺町 60-1

0743-51-0196（母子・健康推進係）

大和郡山市

天理市 生駒市

山辺郡 生駒郡

中和保健所 橿原市常盤町 605-5 

0744-48-3034（健康づくり推進係）

0744-48-3035（母子・保健対策係）

大和高田市

橿原市 桜井市

御所市 香芝市

葛城市 宇陀市

磯城郡 宇陀郡

高市郡 北葛城郡

吉野保健所 下市町新住 15-3

0747-64-8134（地域保健第三係）

五條市 吉野郡
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◆奈良県内の税務署

名称 所在地・電話番号 管轄地域

奈良税務署 奈良市登大路町 81 奈良合同庁舎

0742-26-1201

奈良市 大和郡山市 天理市

生駒市 生駒郡

葛城税務署 大和高田市西町 1 番 15 号

0745-22-2721

大和高田市 橿原市 五條市

御所市 香芝市 葛城市

高市郡 北葛城郡

桜井税務署 桜井市粟殿 185-4 

0744-42-3501

桜井市 宇陀市 磯城郡

山辺郡 宇陀郡

吉野税務署 吉野町丹治 200-1 

0746-32-3385

吉野郡

◆奈良県内の年金事務所

名称 所在地・電話番号 管轄地域

奈良年金事務所 奈良市芝辻町 4-9-4 

0742-35-1371 

奈良市 大和郡山市 生駒市

生駒郡

大和高田年金事務所 大和高田市幸町 5-11

0745-22-3531

大和高田市 五條市 御所市

香芝市 葛城市 北葛城郡

吉野郡（桜井年金事務所管内の地

域を除く）

桜井年金事務所 桜井市大字谷 88-1 

0744-42-0033

天理市 橿原市 桜井市 宇陀市

山辺郡 磯城郡 宇陀郡 高市郡

吉野郡のうち東吉野村

52 53~ ~ 



◆奈良県内の税務署

名称 所在地・電話番号 管轄地域

奈良税務署 奈良市登大路町 81 奈良合同庁舎

0742-26-1201

奈良市 大和郡山市 天理市

生駒市 生駒郡

葛城税務署 大和高田市西町 1 番 15 号

0745-22-2721

大和高田市 橿原市 五條市

御所市 香芝市 葛城市

高市郡 北葛城郡

桜井税務署 桜井市粟殿 185-4 

0744-42-3501

桜井市 宇陀市 磯城郡

山辺郡 宇陀郡

吉野税務署 吉野町丹治 200-1 

0746-32-3385

吉野郡

◆奈良県内の年金事務所

名称 所在地・電話番号 管轄地域

奈良年金事務所 奈良市芝辻町 4-9-4 

0742-35-1371 

奈良市 大和郡山市 生駒市

生駒郡

大和高田年金事務所 大和高田市幸町 5-11

0745-22-3531

大和高田市 五條市 御所市

香芝市 葛城市 北葛城郡

吉野郡（桜井年金事務所管内の地

域を除く）

桜井年金事務所 桜井市大字谷 88-1 

0744-42-0033

天理市 橿原市 桜井市 宇陀市

山辺郡 磯城郡 宇陀郡 高市郡

吉野郡のうち東吉野村
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・がん患者さんが病名や受けている治療、使用しているお薬

について記載し、災害時に情報を伝えることで、必要な対応

を受けることができるようがん患者さんのための災害の備え

を作成しました。

・枠線に沿って切り取り、折りたたんで財布等に入れて常に

携帯してご使用ください。

１３．がん患者さんのための災害の備え

災害時に備えて病名や受けている
治療、使用しているお薬等について
記載しておきましょう。

発行：奈良県福祉医療部医療政策局疾病対策課

がん患者さんのための災害の備え

奈良県広報担当VTuber 奈良県広報担当VTuber

・国立がん研究センターの「がん患者さんのための災害への
　備えと対応に関する情報」により詳しい情報が掲載されて
　いますのでご覧ください。
　https://www.ncc.go.jp/jp/other/shinsai/index.html



・日頃から、担当の医師や看護師に災害時の対応について相談

　しておきましょう。定期的（１年に１回）に見直し、変更が

　あれば更新しましょう。

・国立がん研究センターの「がん患者さんのための災害への備

　えと対応に関する情報」により詳しい情報が掲載されていま

　すのでご覧ください。

　https://www.ncc.go.jp/jp/other/shinsai/index.html

氏名：　　　　　　　　　血液型：　　　記入日：

かかりつけ薬局

使用しているお薬

アレルギー

確認項目 内容

病名・ステージ

治療を受けている病院

診療科と担当医

確認項目 内容



がん患者さんのための療養ガイド　第５版

発行 奈良県福祉医療部医療政策局疾病対策課

奈良県奈良市登大路町30番地

TEL　０７４２－２２－１１０１（代）

2025年３月発行

※掲載している情報は2025年3月時点のものです
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